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正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用では、「物件費」は主に屋内、屋外施設の管理運営に要する費用である。
○「維持補修費」の増は、河川敷グラウンドにおける台風被害の復旧費用が主な理由である。
○「その他行政費用」が削減されたのは、荒川総合スポーツセンターの工事が完了したことが理由である。
○行政収入の「その他項目」と「使用料及び手数料」が減少したのは、コロナ感染拡大対応により、施設の休館や
通年制・定期制スポーツ教室を休止したことによる。

資産の部合計 10,042,297 9,704,651 ▲ 337,646 負債及び正味財産の部合計 10,042,297 9,704,651 ▲ 337,646

建設仮勘定 0 0 0 正味財産 8,200,112 7,895,235 ▲ 304,877

その他の固定資産 9,149 29,334 20,185 8,200,112 7,895,235 ▲ 304,877

▲ 32,769

建物減価償却累計額 ▲ 4,999,102 ▲ 5,330,250 ▲ 331,148 特別区債 1,793,400 1,727,400 ▲ 66,000
工作物等 1,287,826 1,302,555 14,729 退職給与引当金 44,591 12,330 ▲ 32,261

0

その他の流動負債 0 0

工作物等減価償却累計額 ▲ 802,707 ▲ 844,120 ▲ 41,413 その他の固定負債 0 0
無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 1,842,185 1,809,416

0 0

0

特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) ▲ 708,127 ▲ 1,150,498 ▲ 442,371

建物 9,714,995 9,714,995 0 固定負債 1,837,991 1,739,730 ▲ 98,261

その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 66,000 66,000
▲ 508

土地 4,832,137 4,832,137 0
貸
借
対
照
表

勘定科目 元年度 2年度 差額 勘定科目 元年度 2年度 差額
流

動

資

産

収入未済 0 0 0 流動負債 4,194

固
定
資
産

有形固定資産 10,033,148 9,675,317 ▲ 357,831 賞与引当金 4,194 3,686

69,686 65,492
不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0

0

賞与・退職給与引当金繰入額 6,617 3,686 ▲ 2,931 行政収支差額(a)-(b)=(c) ▲ 707,805 ▲ 1,149,838 ▲ 442,033

その他行政費用 68,199 11,550 ▲ 56,649 金融収支差額(d) ▲ 322 ▲ 660 ▲ 338

特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f) 0 0

212,483 375,051

分担金及び負担金 0 0 0
補助費等 14,623 55,838 41,215 使用料及び手数料 65,150 44,578 ▲ 20,572

行政費用合計(b) 823,917 1,214,767 390,850 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 708,127 ▲ 1,150,498 ▲ 442,371

0 0 0

施策分析シート（令和3年度）

施策No 10-04
部課名 地域文化スポーツ部スポーツ振興課

課長名 田上

指標の推移

指標の推移

週1回以上、運動やスポーツ活動を
行っている人の割合

スポーツひろば参加者（延べ人数）

指標に関する質問文

内線 3370

関連部課名

行政評価
事業体系

分野

政策

Ⅴ 文化創造都市

10

施策名 スポーツの推進

活力ある地域コミュニティの形成

体を動かしたり運動したりすることができていると思いますか？

心身ともに健康的な生活を送ることができていると感じますか？

　子どもから高齢者まで、あらゆる世代の区民がスポーツを楽しめる環境を整えるとともに、指導
者やアスリートの育成等によりスポーツのレベルアップを図り、区におけるスポーツ活動を推進し
ます。

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
30年度 元年度 2年度

健康の実感 3.33 3.39 ―

運動の実施 3.15 3.22 ―

33.60 ― 40.00

スポーツひろば参加者数（人） 17,544 16,716 1,437 19,000

指標に関する説明
30年度 元年度 2年度

3年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名

21,000

50スポーツ実施率（％） 34.70

区主催事業にスポーツボランティアと
して参加した延べ人数

障がい者スポーツサポーターの
登録数（人）

62 68 82 107 220
障がい者スポーツサポーターとして登
録・活動している人数

459 73 473 550スポーツボランティア数（人） 446

区主催の講習会を受講し資格を取得し
た延べ人数

初級障がい者スポーツ指導員資
格の取得人数（人）

23 23 25 40 120

元年度 2年度勘定科目

432,935

減価償却費

差額

行
政
費
用

給与関係費 87,686 78,078 ▲ 9,608

行
政
収
入

地方税等 0 0 0
物件費

162,568 その他 47,610 18,342 ▲ 29,268
不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 116,112 64,929 ▲ 51,183

扶助費 0 0 0

国庫支出金
維持補修費 1,374 122,621 121,247 都支出金

567,943 135,008
3,352 2,009 ▲ 1,343

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 元年度 2年度 差額



No2

○スポーツ事業実施時や施設利用に際して、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策をとらなく
てはならない。
○子どもたちがスポーツの楽しさ感じ、まらスポーツを通して体力を向上させる取り組みを進める
必要がある。
○区民がスポーツを楽しむきっかけづくりや、気軽にスポーツができる環境をつくり、大人のス
ポーツ習慣増につなげる必要がある。
○スポーツ施設のさらなる利用拡大、利便性向上のため、施設の適切な改修や、学校・民間との連
携を検討していく必要がある。
○パラスポーツ（障がい者スポーツ）をより多くの区民に知ってもらう取り組みを通し、障がい者
に対する理解の深化

○感染者を発生させないため、引き続き適切に新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策をとる。
○子どもの体力向上や、大人が気軽にスポーツに触れる機会を提供するため、学校施設の活用や区
内スポーツ団体との協働により、ライフステージに応じたスポーツ活動を支援し、生涯にわたるス
ポーツ活動の充実を図る。
○老朽化した施設の改修計画の検討や、新たに建設される施設の整備等、既存・新設の体育施設の
役割整理を進めながら、区民のスポーツ環境の更なる充実を図る。また、施設管理の手法について
も、より効率的な管理の実現を目指して検討をしていく。
○障がい者スポーツフェスティバルの開催をはじめ、ボッチャやシッティングバレーの体験等を通
して、区民にパラスポーツを知ってもらう機会を増やすとともに、障がい者スポーツサポーターな
どパラスポーツを支える人材の育成を進め、推進を図る。

施策の分類
分類についての説明・意見等

3年度 4年度

現
状

今
後
の
方
向
性

○令和元年度に実施された調査によると、区の子どもの体力合計点は東京都の平均値をやや下回る
傾向がある。
○大人のスポーツ習慣については、週1回以上が約3割だが、約4割は行っていない。
○区では体育協会やスポーツ推進委員と連携し、様々なスポーツイベントや運動習慣が少ない方へ
の事業を実施している。また、スポーツの技術力向上のため、トップアスリートから直接子どもが
指導を受けることのできる事業も実施している。
○荒川総合スポーツセンターや荒川遊園スポーツハウス等の屋内施設や、河川敷の野球場、サッ
カー場等運動施設を適切に管理しており、これらの施設は多くの区民に利用されている。

施策の現状・課題・今後の方向性

課
題

　スポーツは世界共通の人類の文化であり、心身ともに健康で文化
的な生活を営むうえで不可欠なものである。子どもから高齢者、障
がいの有無に関わらず、区民の生涯スポーツの推進を図る施策であ
るため、重点的に推進する。

重点的に推進 重点的に推進



6,386 7,511 3,534 2,355 継続 継続

　区民のスポーツに対する
関心を高め、スポーツ活動
を奨励し、地域のスポーツ
振興に資する事業であるた
め、継続して実施する。

1,106 0 124 0 継続 継続

　友好都市のつくば市と少
年野球やサッカーの親善試
合を行うことにより、競技
力の向上及び親睦を深める
など意義深い事業であるた
め、継続して実施する。

2,941 0 － － 推進 推進

　地域の代表として全国大
会等のスポーツ大会に参加
する際の選手負担の旅費等
を支援するため、引き続き
推進する。※事業予算は
「05-03-24オリンピック・
パラリンピック気運醸成事
業」に計上している。

2,817 3,975 367 185 推進 推進

　競技スポーツになじみの
ない区民にも気軽にスポー
ツを楽しむ機会を提供し、
生涯スポーツの振興を図る
事業であるため、普及活動
方法も検討しながら、引き
続き推進する。

7,191 891 1,085 0
重点的
に推進

重点的
に推進

　区の主要なスポーツイベ
ントである。規模が大きく
なっていることから、実施
方法等も検討しながら、重
点的に推進する。

2,229 3,213 357 871 継続 継続

　区民のスポーツ活動への
動機づけとなる重要な事業
であるため、今後もスポー
ツの日を中心に、継続して
実施する。

4,987 3,770 2,135 955 推進 推進

　区民が身近で気軽に参加
でき、主体的に取り組むス
ポーツ活動の場として、引
き続き推進する。

5,681 5,748 4,700 4,800 推進 推進

　加盟団体の育成・強化及
び生涯スポーツの振興など
幅広く活動し、区内スポー
ツ活動で重要な役割を担っ
ている体育協会に対し、区
として活動を支援するた
め、引き続き推進する。

4,840 2,710 2,390 815 推進 推進

　区民が身近にスポーツに
取り組めるよう生涯スポー
ツの振興を促進し、スポー
ツ実施率の向上につながる
事業であるため、引き続き
推進する。

分類についての説明・意見等

4年度3年度

施策推進のため
の分類

2年度元年度

決算額（千円）

2年度元年度

行政費用（千円）

推進

　区主催のスポーツ事業及
び普及において、スポーツ
推進委員の協力が必要であ
り、引き続き推進する。

推進5,2885,38011,44811,262

05-03-17

あらかわ秋のスポーツイ
ベント

05-03-13

友好都市スポーツ交流事
業

スポーツ活動支援 05-03-18

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

スポーツ推進委員活動 05-03-01

その他振興費 05-03-14

荒川リバーサイドマラソ
ン

05-03-12

コミュニティスポーツの
普及

05-03-11

スポーツひろば 05-03-02

05-03-08

体育協会補助 05-03-07

生涯スポーツ振興事業



805,8592,636,2191,214,769823,918

推進 継続

　東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会終
了後も、東京都や関係団体
等と連携を図り、スポーツ
に対する気運をレガシーと
して残すため、継続して実
施する。

8,333 4,829 － 91
重点的
に推進

休止・
完了

　令和3年度に東京2020オリ
ンピック・パラリンピック
競技大会が閉幕することに
伴い、事業を完了する。

2,206,439 349,992
重点的
に推進

重点的
に推進

　競技大会開催など区内の
スポーツ活動の中核となる
施設であり、区民の健康維
持・体力増強等にも活用さ
れる屋内スポーツ施設を管
理運営するため、重点的に
推進する。

241,909 235,621 151,241 143,155 推進 推進

　区民の健康維持・体力増
強等に活用される屋内ス
ポーツ施設を管理運営する
ため、推進する。

47,031 23,613 46,050 21,718 継続 継続

　各種スポーツや体力アッ
プ等の教室を開催する事業
であり、区民の健康維持・
体力増強等のため、継続し
て実施する。

オリンピック・パラリン
ピック気運醸成事業

05-03-24 21,985 13,764 7,570 4,065

05-03-22

05-03-19

区営運動場管理運営費・
営繕費

05-03-20

10,877 8,365 7,020 4,436

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類
分類についての説明・意見等

元年度 2年度 元年度 2年度 3年度 4年度

　身近でスポーツに親しむ
場所として、区民の健康増
進及びスポーツ振興を図る
上で必要な施設であるた
め、引き続き推進する。

186,613 577,952

合　計

区民体育大会

荒川総合スポーツセン
ター管理運営費・営繕費

05-03-21

荒川遊園スポーツハウス
管理運営費・営繕費

推進 推進

　区民のスポーツ振興を図
り、競技意識、競技レベル
の向上を目指すため、極め
て重要な区内のスポーツ事
業であるため、引き続き推
進する。

257,730 311,359 197,827 267,133 推進 推進

オリンピック・パラリン
ピック関連事業

05-03-26

荒川遊園スポーツハウス
各種教室の開催

05-03-23


